
　●　イブランス 投与量： ｍｇ

2筒

◆ 閉経前乳癌に対しては、ＬＨ‐ＲＨアゴニストを併用すること。

●

減量レベル

通常投与量

一次減量

二次減量

🍀 フェソロデックス筋注は、１回の投与で２筒を一側の臀部に投与しないこと。

１）　フェソロデックス筋注２５０ｍｇ
初回、2週後、4週後、その後4週ごとに
1回左右の臀部に1筒ずつ筋肉内投与

ｲﾌﾞﾗﾝｽを減量して投与を継続する場合の投与量

　●　フェソロデックス　 　500㎎を初回、2週後、4週後、その後4週ごとに1回、左右の臀部に1筒ずつ筋肉内投与

１コース 4週間

投与量

１２５㎎/日

１００㎎/日

７５㎎/日

神戸労災病院　がん化学療法委員会

注射は、1-2分かけて緩徐に行うことが望ましい。

【投与スケジュール】

投与開始日　　　　　　年　　　　　月　　　　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(一般名：フルベストラント、商品名：フェソロデックス）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(一般名：パルボシクリブ、商品名:イブランス）

　　1日1回125㎎を3週間経口投与し、その後1週間休薬

硬結に至ることがあるので、注射部位を毎回変更するなど十分に注意して投与すること。

特記事項

　□　術前補助　　　　□　術後補助

　□　抗癌剤を使用する
告知内容

  □　確認済み

 身長：　              ｃｍ　　　体重：　        　Kg

がん化学療法治療計画書　乳癌-（28）2022.8

　□　積極的治療　　□　症状緩和

  □　癌（　原発　・　再発　・　進行　）

担当医
/指導医

目的

イブランス + フェソロデックス療法　

/

　□全告知　□部分告知　□未告知告知程度

 体表面積　　　　　                             　m2

服薬指導
看護師（　　　　　）　薬剤師（　　　　　　）

HBV感染スクリーニング

  □　依頼する


